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バレエや日本舞踊などの専門的な芸術的ダンスから自由な表現を含む発展した舞踊が多く見られ

るようになったと学んだが、その基盤にあるのが戦後世代の舞踊であると思った。 

特に印象に残ったのは黒沢美香「桃の園」である。ラケットを持って踊る姿は今まで見たことのな

い衝撃を覚えた。バレエのようなジャンルでは決して合わさることのないスポーツ用品と舞踊が一

体となった姿は常識的ではない表現に思えた。また、柳下規夫の「波上場」や「サロメ」は曲線的

な身体の使い方、角度の付け方等が女性の踊りとしか思えず男女のダンス概念を覆す作品に感じた。 

舞台の内容やコンセプトがユニークで個性的であり、唯一無二という印象が強かった。世界のアー

ティストが交流する他国へ渡ることも縛られずに可能性を見い出す舞踊を創り出したきっかけで

あると思った。 
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日本の舞踏は舞うという言葉が入っている通リダンスに近いものを感じた。海外のコンテンポラ

リーダンスと比較しても演出の仕方や間の使い方などに若干の差はあっても似ている部分が多い

と思った。高校の大会などで狐や仮面を使うような作品は多くあったが、90 年代の時点でたくさん

のものが作品になっていたので、もっと今だからこそできる新しいものを作品を創る時は意識しな

くてはならないと思った。最近では映像技術などが発展してきているため、演出として映像を使う

公演などを見かけるが、動画の内では大がかりな舞台道具などを使っている作品が多くあり、作ら

れた時代によって演出までもが変化していくのがダンスの面白いところだと思う。これからはさら

に多様なジャンルの中で新しいものを模索していかなくてはならない為自分もダンスを創る時は

発想を豊かにしたい。 
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最初に岩淵先生が出てきてとても驚き、こんな方に私達は教えて貰えているんだと思った。戦後

は、演劇要素が強い作品やその人にしか表せられない様な独自の踊りがすごく評価されるようにな

ったと感じた。動画内で、演劇性のある作品に影響されて、すばらしい作品が作れたが、その人の

特徴が薄くなってしまったという話があった。良い事に影響されるのは良いが、個性も忘れないよ

うにしようと思った。男性ダンサーが女性の様に曲線的な踊りを追求するように戦後頃からなって

いたことを初めて知った。ダンサーの中だと女性の割合が多かったので自然とそういう風に変わっ

ていったのかなと思った。戦後からは外国との関わりも増えたことによって、多様な考え方をする

ようになったと思った。そこから私も、未知な事にもっと挑戦していきたいと思った。 

 

24 

今回の動画から現代舞踊が形成される流れを学び、その中で「ダンスはマイノリティーで密室で

あるほど興味深い」という言葉が印象に残った。バレエ、モダン、コンテンポラリーといったそれ

ぞれ自立したカテゴリーがあるなかで、あえて自らソロで活動したり様々なジャンルを取り入れて

創作したりすることは、私には出来る自信がない。これを先頭を切って活動していった方々がいる

ことで現代の舞踊が形成されていき、私達も様々なことに挑戰しやすくなっているのだと考えた。 



また、ジェンダーの面で男性ダンサーが少なくても「少ないからこそ個性発揮できる」というよ

うにマイナスを活かしていくという考え方が素敵だと思った。今まで私は様々なことにおいても流

れに沿って活動してきた。しかしそれだけでは発展せずに終わってしまうので少しそれを試すこと

も大切だと考えた。 
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率直に思った事は、自分の表現したいことを自分の体で伝えることは、どの時代も変わらないん

だなと思いました。動画の作品も、伝統を大切にしたいのか、タイトル通りの物語りの流れなのか

によって踊り方がそれぞれ違って面白かったです。また、同じ踊りを繰り返しても一部を変えてい

きながら踊っているので、飽きさせない見せ方で沢山学ばせてもらいました。昔では考えられなか

った舞踊のジャンルやスタイルは、動画で挙げられた方々のおかげで新たな道が開いたと思うと、

私達の世代もまだまだ新たな可能性を秘めているのかなと感じました。どの作品も、私の頭の中で

は想像できない世界が広がっていてセンスカが凄いなと思いました。さらに、空間把握、舞台の使

い方まで魅力的でした。 
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戦後生まれ及び戦中生まれの舞踊家たちはどことなく動きや構成の中に決まった「型」が存在し

ていると感じた。モダンダンスといえばなめらかで繊細な雰囲気や元々ある物語と身体で表現する

ような固定概念があるように思える。それらも 1 つの味ではあるが、何にも囚われない戦後の舞踊

が私は好きだ。戦後の技術や世界観、他ジャンルを組みこんだ構成によって舞踊の幅がより広がり、

世間の認知も高まる。舞踊は作品を作り、観客に見てもらうことで成り立つ。他ジャンルを取りこ

むことでその他ジャンルに興味を持っている人々や専門家が舞踊を見るようになる。このように、

舞踊が世間に浸透するのは戦後の舞踊であると考えられる。そして、自由で独創的な世界観を作り

上げることが重要だと強く感じた。 
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日本のみならず海外という経験を積んだことで、今までの型を破り新しい自分の世界観を作るこ

とができるようになり、様々な経験を得た舞踊家達により色々な作品の創り方が産み出された。こ

のことから戦前には考えられなかった技術、対象領域の広がりを認めざるを得ない事やモダンとバ

レエの表現の違いはメソッドの相違を意味していたが、現在では内容の再現化や他ジャンルの取り

入れに重きを置き、それへの挑戦・拡大という形をとったことでメソッドに捉われずに自分を表現

することが出来るようになった変化があると感じました。また、変化し続けるダンスの世界は未だ

に未知の世界であり、これからの可能性に満ちている。そして、そのダンスの未来をつくるのは今

のダンサー達であり自分自身がその一人に当てはまるということを考えなくてはいけないと感じ

ました。 
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この動画を見て一番私は個性について考えました。７０年以降から系列・同門が自然に消滅し、個



人の発想と技法が重視されてきていて、モダンアートなど人を惹き付けることができるような個性

的な踊りになっていた。歩き・走り・倒れにクラシックバレエの要素を入れていたのはとてもおも

しろかったです。今後踊る人達を引っ張っていく人材になるには、可能性という名の未知の秘境と

の事でしたが、今回学んだマイノリティなどの言葉を勉強していきたいと思いました。沢山の踊っ

ている動画を見る中で私は「ボレロ」がおもしろいと思いました。バレエでもあって好きでよく見

ていたのですが、また違ったおもしろさがあってよかったです。個性を出すのが苦手なので今回の

動画を見てまた新しく学んでいこうと思いました。 
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海外に渡って舞踊を学びその技術を日本のダンサーに広めていくことにより幅広いダンスのニ

ュアンスを手にすることができる。しかし日本の舞踊家はそうしたテクニックはありつつも日本人

らしい劇的構成や演出等の知的センスを武器とし海外にも負けない作品を創り出していることに

衝撃を受けた。現代舞踊でもバレエの基礎を取り入れることでもっと大きく身体を使い自ら表現し

たい意志を伝える。私も今自分が伝えたいテーマをソロなのか群舞なのか定め、テクニックに加え

個性的な表現や構成で他にはない自分らしい踊りを模索していきたいと思う。また、今までにない

新たな挑戦をしつつも、現在活躍されている舞踊家からも良い部分を盗み日本の舞踊の歴史と動き

を後世にも残していきたいと考えた。 
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私は普段ストリートばかり踊っているのでモダンダンスにあまりなじみがなかったのですがダ

ンサーさん方１人１人の製造がとても興味深かったです。１つ１つの作品をフルで見たいなと感じ

る程、どの映像にも独創性があり印象に残りました。一歩間違えたら暴れているだけとかになりか

ねないのに動きや構成にしっかり計算があって、その考えつくされた作品だから、短い映像でもイ

ンパクトが残るのだと感じました。また、１つのジャンルの中でも作風が真逆な人達がいてやはり

ダンスの創作の幅は無限大なのだと感じました。戦後からずっと創作している人が沢山いてダンス

はいつでもどんな時でも発展し続けているのだと思いました。私もアメリカに行きたいです。いろ

んな人がアメリカに渡米していて私も違う国のダンスを感じたいのでうらやましいです。 
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ダンスの中心はなんとなくアメリカだと思っていたけれど、動画を見てアメリカ北欧と中部ヨー

ロッパであるということが分かりました。また、モダンダンスのソロ作品において群舞作品よりも、

ダンサーが創り出す作品の世界観を強く感じました。動画内でソロ作品は己の道の開拓と示されて

いたが、私が一から行ったソロ作品でも同じようなことを感じダンスにおける自分の可能性を知る

機会だったことを思い出しました。舞踊における構成や技法などは時代と共に変化するのに対し、

男女比率は依然として変わらないのは舞踊界の一つの課題であると思いました。さらに、動画内に

２人の先生方がいて、海外での経験を積んでこられた先生方の授業を実際に受けることができてい

ることに驚き、これからの授業がさらに楽しみになりました。 
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まず、岩淵先生と松山先生が動画に出てこられて驚きました。先生方のことをあまり知らず、キャ

リアに関しても聞いたことがなかったので、キャリアや実力が本当に凄い素晴らしい先生方から学

べていることを知って、改めて、貴重な学びを得ていることを実感し、幸せな環境だと思いました。 

また、現代舞踊に関してもあまり知らなかったのですが、誰かの枠や型におさまらない自由な表現

だからこそ、革命的な舞踊であり、自由な分だけ創作が難しいジャンルだと思いました。作者の脳

内を表したような不思議な舞台ばかりで、その評価基準も多様で、現代舞踊における凄さとはどこ

にあるのか、とても興味深くなりました。海外に行く舞踊家が多いのは、個性が尊重され自由な表

現をしやすく、海外の方が、ユーモアや新しさを好み、受け入れる社会だからだと思いました。 
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日本の現代舞踊の発展にあたりアメリカのポスト・モダンダンスや中部ヨーロッパのヌーベルダ

ンス・舞踏の存在が深く関係していたことが分かる。数多くの舞踊家が海外でダンスを学び、日本

で独自に開拓されてきた背景はクラシックバレエとの大きな違いだと思う。映像の舞踊家の方々は

一人ひとりが個性的で独自の世界観を持っていました。ドラマ要素があるもの、構成力があるもの、

身体に特化したもの、他のジャンルとのコラボなど戦前には無い挑戦があったことが感じられる。 

新しいものを築くための舞踊家のエネルギーは凄まじく、時に刺激し合っていたのではないかと

考えられる。先人たちが残してくれた作品は唯一無二で、もっと見たいと思った。今までの発展が

あって、今私が学んでいると思うと感慨深い。私自身もこの中で学べることがとても嬉しく思った。 
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まず、海外に渡り学んだダンスを日本で教える者がいなければ私たちは今多くのジャンルのダンス

を学べていなかったんだなと思った。現代に至るまで多くのダンサーの手によりダンスは発展し新

たな舞踊を生み出してきた。独自の発想とストーリー、音楽、ジェンダーなどに目を付け素晴らし

い作品が次々と出来ていた。もし、私がこの時代にいたらと考えると恐ろしいなと思ってしまう。 

このようなダンサーのような先駆者になれていたのかと考えると今の自分では無理だと思う。今

まであったダンスから崩していき独自のカラーでやっていこうと考えていたのがすごい。私もこの

方達のようになるには、失敗は恐れずに転んでも立ち上がる勇気がなければ立派なダンサーになれ

ないと気付かされた。このダンスの発展を止めないよう私達が成長し、新たな時代への一歩に貢献

できたらと考える。 
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今回の動画を見て、現代に近づくにつれて、表現方法が豊かになっていくと感じた。ただ「踊る」

だけでなく、自身の感情を全身で激しく表現したりすることで、「身体で感情を伝える」というダン

スへと変化していると感じた。私は形が決まっていない、ルールがないダンスにとても興味をもっ

ている。現在は形が決まっていない、ルールがないダンスというのは比較的多いが、「戦後の舞踊」

のところで紹介されていたように他ジャンルをとり入れたり、様々なことに挑戦、拡大していくこ

とで現在のような自由で個性的なダンスのあり方になっていったのだと考えた。私は「人に希望を



与えられるダンサー」になりたいと考える。ダンスは言葉、声で伝えられない分、見ている人と「心」

でつながっていると考える。これから、私は、動画のダンサー達に習い、「心」を大切に踊っていき

たい。 

 

36 

私は、日本女子体育大学に入学する前から、ダンスの歴史に興味を持ちました。その中でも、自

分が生まれていない頃に活躍された方々にさらに興味を持ちました。特に、劇的構成が得意なドラ

マ派の作家の方々は、その人独特の世界観が面白かったです。中村しんじさんの作品は、一見ダン

スとして見るものなのかと思うぐらい不思議な感覚になりました。でも、その不思議な世界観には、

ダンスの原点となるような動きが沢山入っており、自分自身がダンスを学ぶ過程で、共感できる部

分がありました。そして、非協会ダンサーによるセミナー開催や、NPO 組織や私的なダンス活動で

の身分や所属に関わらない自由参加というものに惹かれました。これからは、健常者だけでなく障

害がある人にもダンスを身近に感じられる環境づくりが大切だと考えているので、とても魅力的だ

と思いました。 
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一言で現代舞踊と言っても、系列や更には個人間でも作品の特色が大きく異なり、特に海外で新

たな物に触れた後には大衆的なムーブメントよりもマイノリティ要素の大きい作風やムーブメン

トを深掘りする傾向にあるのだと思った。又、劇的構成を得意とするダンサーは皆他ジャンルとの

交流が盛んで、他にない様な独創的な作品を創るにはそういう事も重要なのだと感じた。舞踊にお

ける男性ダンサーの希少性については、ジェンダーの平等性が重視される社会の中で、ダンス界も

男女の差異があえて重視されなくなったり、ジェンダーをテーマにした作品も増えてきていると思

う為、ダンスは女性メインのものという風潮を捨て、男女の比率を等しくする必要があると思った。 
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私は中高と部活に力を入れていたのでダンスの世界について知ることもなく過ごしてきました。

ですが、この動画をみて現代舞踊がどのようにして今に至るのかを知ることができました。動画に

載っていたすべての作品に画面越しでもわかる独特な世界観があり実際に劇場に行って観てみた

いと思いました。その中でも中村しんじさんの「ありす」という作品は長いみつあみを作って表現

したり、画面に吸い込まれるような世界観があり一番印象に残りました。今、日本女子体育大学に

通ってダンスについて学ぶことができるのも動画に載っていたダンサーさんだけでなく、日本中の

ダンサーさんがいろいろな研究をして素晴らしい作品を残し、ダンスの歴史を作ってくださったか

らだと思うので、感謝の気持ちを忘れず、新たにダンスの歴史の 1 ページを刻めるよう努めます。 
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代表的な舞踊家をみつつ、多様なダンスの発祥の歴史を学ぶことができた。映像全体を通して、

非常にダンスの個性の重要性を感じた。先代の教えを引き継ぎつつ、そこに自身の個性を生み出し

創出すること。それを様々なダンサーが行ってきたからこそ、多様なダンスの在り方や視野、表現



方法等が生まれたと共に、そういったことこそが現在に至るまでも目まぐるしくダンスが発展する

ことができている要因に繋がっているのではないかと考えた。そういった中で、ダンスを専門とす

る大学の学科に進学した私たちこそが、今までの流れを引き継ぎ、各々が個人の創出を行い、新た

なダンスの開拓に貢献する立場にあると思った。私自身、先代ダンサーの舞踊を学びつつ、自己の

個性の追究を行いたいと感じる。そして、大学生活やその先にかけて、少しでもダンスの発展に貢

献したいと思った。 
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新型コロナウイルスが流行しだしてから、舞台を観に行く機会や芸術を自分の肌で直接感じること

のできる機会が途端に減ってしまいました。そして、動画の冒頭にあったようなキャリアアップの

ために海外へ行くことを諦めてしまった人も大勢いるのではないかと思います。今の現代舞踊の踊

り方や表現の幅がどんどん広がっていっているのも、この動画に出演されていたような舞踊家の

方々が作り上げてくださったものが今に繋がっているのだと思いました。昔の現代舞踊の作品を少

しだけ見ることができて貴重だったし、ダンス学科で学ぶようになってから自分の身体で表現する

ことの難しさをより痛感したので、この動画の最後に写真が出てきた私のスタジオの先生のすごさ

を実感しました。私もこのような舞踊家の方々をお手本に沢山の舞台を経験し、次の世代へ繋げて

いきたいです。 


